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表 1 調査対象コーパスの語彙量 
時代 資料 出版年 語数（万） 
近代 
明六雑誌 1874-5 18 







女学雑誌 189-45 59 
女学世界 1909 52 
婦人倶楽部 1925 54 
全体 1874-1925 1,253 
現代 BCCWJ(出版 SC) 2001,2005 1,234 
 
近代語のコーパスとしては，『日本語歴史コーパス 明治・大正時代編Ⅰ雑誌（以下，「CHJ

















1) 「CHJ 明治大正雑誌」「BCCWJ」から網羅的に 2字漢語を抽出し，両コーパスにおける
すべての 2字漢語の語彙表を作成（間淵 2017bを参照） 
2) 「CHJ 明治大正雑誌」に出現するすべての漢語（＝近代漢語）に対する字順転倒文字列
をエクセルの文字列操作関数等により作成 
 例：漢語 A「漢語」→「=right(対象語のセル)&left(対象語のセル)」→転倒文字列 B「語漢」 




4) 字順転倒漢語対の重複（語 A-語 Bの対と語 B-語 A の対）を解消 
 例：=if(手順 3の戻り値-ROW()>0,true,false) 



































A残存 B消失：近代優勢漢語 Aのみ，現代での使用が認められる 
B残存 A消失：近代劣勢漢語 Bのみ，現代での使用が認められる 
AB消失：近代優勢漢語 A，近代劣勢漢語 B共に，現代では（ほぼ）使用が認められない 
 
 分類結果を表 2，図 1に示す。 
 
表 2 現代での使用状況に基づく分類 
分類 ペア数 字順転倒漢字対の例（A粗頻度上位 25 対） 
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表 3 使用状況と使用頻度 
 
AB 併存 B 消失 A消失 AB 消失 
語 A平均 479.1 147.3 47.6 38.7 





表 4 語彙レベルの分類基準値 
レベル カバー率 頻度範囲 調整頻度範囲 
A 60%  1,125-358,407 150.51-47,951.51 
B 80%  214-1,122 28.63-150.11 
C 90%  60-213 8.03-28.50 
D 95%  23-59 3.08-7.89 
E 99%  4-22 0.54-2.94 
F 100%  1-3 0.13-0.40 
 
 次に，レベル ABを高頻度，CDを中頻度，EFを低頻度として，対をなす語 A－語 B（両
者の頻度は A＞B）の頻度組み合わせを「高－高」「高－中」「高－低」「中－中」「中－低」
「低－低」の 6 分類とし，前節に示した使用変化の 4 分類とのクロス集計を行った。結果
を表 5に示す。 
 
表 5 漢語対の頻度と使用状況変化との相関 
  AB 併存 A残B消 B残A消 AB 消失 総計 
高－高 10 
   
10 
高－中 55 9 
  
64 
高－低 19 15 
  
34 
中－中 65 29 11 5 110 
中－低 52 70 5 15 142 
低－低 6 12 7 10 35 






 対となる語同士の意味的関係性については，田島(1998b)の枠組みに倣い表 6 に示す 4 分
類とした。具体の漢語対を分類する際には，『日本国語大辞典 第 2 版』2の記述に基づき
                                                   






 先に 3.1節において示した使用変化と意味関係分類のクロス集計結果を表 7に示す。 
 
表 6 両語の意味関係分類 












Ⅲ 異義 Ⅰ，Ⅱ(1) ，Ⅱ(2)に当てはまらないもの 
 
表 7 意味関係と使用変化の相関 
  AB 併存 B 消失 A消失 AB 消失 総計 
Ⅰ 62(42%) 64(43%) 10( 7%) 12( 8%) 148(100%) 
Ⅱ(1) 43(57%) 27(36%) 1( 1%) 4( 5%) 75(100%) 
Ⅱ(2) 26(63%) 11(27%) 4(10%)   41(100%) 
Ⅲ 74(60%) 31(25%) 8( 7%) 10( 8%) 123(100%) 
不明 2(25%) 2(25%)   4(50%) 8(100%) 















 表 8 意味関係による漢語対の分類 























































































































表 9 意味関係と頻度・使用実態変化における関係性 
 
理想的 想定外 
Ⅰ B 消失，AB 低頻度消失 AB 併存，A中高頻度消失 
Ⅱ(1) AB 併存，AB 低頻度消失 A・B 中高頻度消失 
Ⅱ(2) AB 併存，AB 低頻度消失 A・B 中高頻度消失 




















 表 10 「苦痛」「痛苦」の使用実態 
  
近代 現代 
1875 1887 1895 1901 1909 1917 1925 書籍 雑誌 新聞 
苦痛 1 45 83 79 127 109 90 204 11 12 
痛苦   5 23 10 8 3 5 3     
 






























CHJ・60M太陽 1895_04044，『太陽』1895年 4号 
(5) 其後各地に鐵道開通するに從つて、其利便なるを認識し、 


















































































コーパス検索アプリケーション『中納言』   https://chunagon.ninjal.ac.jp/ 
（CHJ：中納言 2.4.2データバージョン 2018.03，BCCWJ：中納言 2.4データバージョン 1.1） 
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